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本文1！

＠ポイント 3！

ことば2！

空
欄
に
本
文
中
の
語
句（
白
文
）を
入
れ
よ
。	

（
2
点
×
5
）

Let's5！ 　
チ
ャ
レ
ン
ジ

次
の
各
文
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。�

（
2
点
×
3
）

①
女な
ん
ぢ

忘レ
タ
ル

会く
わ
い

稽け
い

之

恥ヲ

邪か

。（
十
八
史
略
）

�

②
何ゾ

前
さ
き
ニ
ハ

倨
お
ご
リ
テ

而

後ニ
ハ

恭シ
キ

也や

。（
十
八
史
略
）

�

③
帝

力

何ゾ

有ラ
ン

於

我ニ

哉や

。（
十
八
史
略
）

�

㆓

㆒

㆓

㆒

思
想思想

�

設
問

4
！�　

線
部
Ａ
の
言
葉
を
子
游
は
ど
う
理
解
し
た
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。�

（
7
点
）

ア�　

武
城
の
よ
う
な
小
邑
を
治
め
る
に
は
、
礼
楽
の
教
え
で
ど
う
し
て
治
め

ら
れ
よ
う
か
。

イ�　

武
城
の
よ
う
な
小
邑
を
治
め
る
に
は
、
礼
楽
の
教
え
だ
け
で
よ
く
治
め

ら
れ
る
。

ウ�　

武
城
の
よ
う
な
小
邑
を
治
め
る
に
は
、
礼
楽
の
教
え
が
最
も
よ
い
。

エ�　

武
城
の
よ
う
な
小
邑
を
治
め
る
に
は
、
礼
楽
の
教
え
を
用
い
る
ま
で
も

な
い
。

�　
線
部
Ｂ
を
平
仮
名
で
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。�

（
6
点
）

１

解

釈

２
書
き
下
し�　

線
部
Ｃ
は
何
を
さ
す
か
。
本
文
中
か
ら
白
文
で
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

�

（
5
点
）

�　
線
部
Ｄ
は
何
を
さ
す
か
。
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。�

�

（
4
点
）

�

�

弦
歌
の
政
ま
つ
り
ご
と

に
つ
い
て
、
孔
子
と
子
游
と
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。�

（
6
点
）

ア　

孔
子
も
子
游
も
肯
定
し
て
い
る
。

イ　

孔
子
は
否
定
し
て
お
り
、
子
游
は
肯
定
し
て
い
る
。

ウ　

孔
子
も
子
游
も
否
定
し
て
い
る
。

エ　

孔
子
は
肯
定
し
て
お
り
、
子
游
は
否
定
し
て
い
る
。

３

指

示

４

指

示

５

内

容

句
形
チ
ェ
ッ
ク

■ 

疑
問
形
・
反
語
形 

■

＊
黒
字
は
疑
問
形
の
、
赤
字
は
反
語
形
の
読
み
。

＊
白
文
で
は
疑
問
形
と
反
語
形
の
形
式
上
の
区
別
は
な
い
。

送
り
仮
名
や
文
脈
か
ら
判
断
す
る
。

［
文
末
に
疑
問
の
助
字
を
使
う
形
］

●

〜〔
セ
〕ン
　

乎か
・
や（

邪
や

・
耶
・
哉
・
也
・
与
・
歟
・
夫
）

疑

読
〜
か
・
〜
や

意
〜
か
。

反

読
〜
〔
セ
〕ン
や

意
〜
か
、
い
や
〜
な
い
。

［
疑
問
詞
を
使
う
形
］

●

何ゾ（
胡

ゾ

・
曷
・
奚

〔
セ
〕ン（
ヤ
）

）　
〜〔

ス
ル
〕

疑

読
な
ん
ゾ
〜〔
ス
ル
〕

意
ど
う
し
て
〜
す
る
か
。
反

読
な
ん
ゾ
〜〔
セ
〕ン（
ヤ
）

意
ど
う
し
て
〜
か
、
い
や
〜
な
い
。

●

何
為レ

ゾ（
胡

レ
ゾ

為

〔
セ
〕ン（
ヤ
）

）　
〜〔

ス
ル
〕

疑

読
な
ん
す
レ
ゾ
〜〔
ス
ル
〕

意
ど
う
し
て
〜
か
。
反

読
な
ん
す
レ
ゾ
〜〔
セ
〕ン（
ヤ
）

意
ど
う
し
て
〜
か
、
い
や
〜
な
い
。

�

（
2
点
×
3
）

　
線
部
①
〜
③
の
本
文
中
の
読
み
を
選
び
、

記
号
を
○
で
囲
め
。

①　

之

　

ア　

し　
　
　

イ　

の　

　

ウ　

こ
れ　
　

エ　

ゆ
キ
テ

②　

則

　

ア　

の
つ
と
ル　
　

イ　

し
た
が
フ

　

ウ　

す
な
は
チ　
　

エ　

も
シ

③　

耳

　

ア　

み
み
ト　
　

イ　

の
み
ト

　

ウ　

じ
ト　
　
　

エ　

か
な
ト

重
要
語
彙

孔
子
が
1

の
町
に
行
き
、
楽
器
の
音
と
歌
声
を
聞
い
た
。
孔
子
は
に

っ
こ
り
笑
い
、「
2

」
と
言
っ
た
。
子
游
は
、「
以
前
に
先
生
か
ら
次
の

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。『
3

が
道
を
学
ぶ
と
、
民
を
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、

4

が
道
を
学
ぶ
と
、
使
い
や
す
く
な
る
。』」
と
言
っ
た
。
孔
子
は
弟
子

た
ち
に
、「
子
游
の
言
葉
は
正
し
い
。
5

は
冗
談
だ
よ
。」
と
言
っ
た
。

1

　
　

2

3

　
　

4

　
　

5

15

子し

之

武ぶ

城
じ
や
う
ニ、

聞ク

弦

歌

之の

声ヲ

。
夫ふ

う

子し�

莞く
わ
ん

爾じ
ト
シ
テ

而

笑ヒ
テ

曰い
ハ
ク、「

割さ
ク
ニ

鶏
に
は
と
り
ヲ

焉い
づ
ク
ン
ゾ

用ヒ
ン
ヤ
ト

牛

刀ヲ

。」子し�

游い
う

対ヘ
テ

曰ハ
ク、「

昔
─

者

偃え
ん

私
は
、先
生
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

也や

、
聞ケ

リ

諸こ
れ
ヲ

夫

子ニ

。
曰ハ

ク、�

『
君

子

学ベ
バ

道ヲ

則

愛シ

人ヲ

、
小

人

学ベ
バ

道ヲ

則�

易シ
ト

使ヒ

也
。』」子

曰ハ
ク、「

二

三

子
、
偃

之

言ハ

是ぜ�

也
。
前

言ハ

戯レ
シ

之ニ

耳
。」�

（『
論ろ
ん

語ご

』）

　

＊

①

㆓ 　

＊

㆒

㆓ 　

＊

㆒

＊

A

㆑

㆓

㆒ 　

＊

Ｂ

㆓

㆒

㆑

②

㆑

㆑

㆑

　

＊

Ｃ

㆑
Ｄ

③

＊
子
＝
孔
子
。　
　

＊
武
城
＝
魯ろ

の
邑ゆ

う

の
名
。　
　

＊
弦
歌
之
声
＝
楽
器
の
音
と
歌
声
。　
　

＊
莞
爾
＝

に
っ
こ
り
。　
　

＊
子
游
＝
孔
子
の
弟
子
。
姓
は
言
、
名
は
偃
。
子
游
は
字
。
こ
の
と
き
武
城
の
長
官
で

あ
っ
た
。　
　

＊
二
三
子
＝
弟
子
た
ち
に
対
す
る
呼
び
か
け
の
言
葉
。

語
注 24

弦げ
ん

歌か

の
声こ

え 

疑
問
形
・
反
語
形


